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答   申  

 

第 １  審 査 会 の 結 論  

 小 牧 市 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 実 施 機 関 」 と い う 。 ） が 行 っ た 行 政 文

書 一 部 開 示 決 定 に お い て 、開 示 し な い こ と と し た 部 分 の う ち 、受 付

番 号 ６ の 参 加 表 明 書 の 提 案 者（ 以 下「 受 付 番 号 ６ の 提 案 者 」と い う 。）

の 所 在 地 、商 号 又 は 名 称 及 び 代 表 者 氏 名 に つ い て は 、開 示 す べ き で

あ る 。  

 

第 ２  審 査 請 求 に 至 る 経 過  

 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ ３ 日 、 審 査 請 求 人 は 、 小 牧 市 情 報 公 開 条 例 （ 平

成 １ ２ 年 小 牧 市 条 例 第 ３ ９ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） に 基 づ き 、

実 施 機 関 に 対 し 、「 新 小 牧 市 立 図 書 館 建 設 設 計 業 務 委 託 プ ロ ポ ー ザ

ル に 参 加 し た 設 計 者 が 提 出 し た 参 加 表 明 書 、技 術 提 案 書 等 提 出 書 類

一 式 」 の 開 示 請 求 （ 以 下 「 本 件 開 示 請 求 」 と い う 。 ） を 行 っ た 。  

 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ２ ７ 日 、実 施 機 関 は 、本 件 開 示 請 求 に 対 し て 一 部

開 示 と す る 決 定 （ 以 下 「 本 件 処 分 」 と い う 。 ） を 行 っ た 。  

 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 ２ ７ 日 、審 査 請 求 人 は 、本 件 処 分 を 不 服 と し て

審 査 請 求 を 行 っ た 。  

 

第 ３  審 査 請 求 人 の 主 張 の 要 旨  

１  審 査 請 求 の 趣 旨  

  新 小 牧 市 立 図 書 館 建 設 設 計 業 務 委 託 プ ロ ポ ー ザ ル に 参 加 し た

受 付 番 号 ６ の 提 案 者 の 所 在 地 、 商 号 又 は 名 称 及 び 代 表 者 氏 名 （ 以

下 「 本 件 情 報 」 と い う 。 ） を 開 示 し な い こ と と し た 決 定 を 取 り 消

し 、 開 示 を 求 め る 。  

２  審 査 請 求 の 理 由  

  実 施 機 関 は 、本 件 情 報 を 開 示 し な い こ と と し た 理 由 と し て 、条



例 第 ７ 条 第 ３ 号 に 該 当 し 、 法 人 の 競 争 上 の 地 位 そ の 他 正 当 な 利 益

を 害 す る お そ れ が あ る 情 報 で あ る こ と を 挙 げ て い る 。 し か し 、 当

該 理 由 は 正 当 な も の と は 認 め ら れ ず 、 不 開 示 と し た 理 由 が な い 。

ま た 、 受 付 番 号 ６ の 提 案 者 が 被 る 具 体 的 な 不 利 益 に つ い て 、 一 部

開 示 決 定 通 知 書 及 び 意 見 書 に 明 記 さ れ て い な い 。  

  ま た 、受 付 番 号 ６ の 提 案 者 以 外 の 提 案 者 の 名 称 等 は 開 示 さ れ て

お り 、 受 付 番 号 ６ の 提 案 者 だ け が 不 利 益 を 受 け る と は 考 え ら れ な

い 。  

 

第 ４  実 施 機 関 の 説 明 の 要 旨  

実 施 機 関 が 条 例 第 １ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、プ ロ ポ ー ザ ル 参

加 者 ７ 者 に 意 見 照 会 を 行 っ た 結 果 、受 付 番 号 ６ の 提 案 者 か ら 技 術 提

案 書 を 除 く 全 て の 書 類 に つ い て 開 示 に 反 対 す る 旨 の 意 思 表 示 が あ

っ た 。  

 実 施 機 関 は 、受 付 番 号 ６ の 提 案 者 が 技 術 提 案 書 に つ い て は 公 開 に

同 意 し て い る こ と 及 び 技 術 提 案 書 の 作 成 者 が 特 定 さ れ る と 会 社 に

不 利 益 と な る 旨 の 発 言 が あ っ た こ と を 総 合 的 に 検 討 し た 結 果 、参 加

表 明 書 と 技 術 提 案 書 を 同 時 に 開 示 す る こ と は 、法 人 の 競 争 上 の 地 位

そ の 他 正 当 な 利 益 を 害 す る と 認 め ら れ る も の に 該 当 す る と 判 断 し 、

本 件 処 分 を 行 っ た 。  

 

第 ５  審 査 会 の 判 断 の 理 由  

 本 件 行 政 文 書 一 部 開 示 決 定 通 知 書 に は 、本 件 情 報 を 開 示 し な い こ

と と し た 根 拠 規 定 及 び 当 該 規 定 を 適 用 す る 理 由 と し て 、条 例 第 ７ 条

第 ３ 号 に 該 当 し 、当 該 法 人 の 競 争 上 の 地 位 そ の 他 正 当 な 利 益 を 害 す

る お そ れ が あ る 旨 が 記 載 さ れ て い る 。  

と こ ろ で 、本 件 情 報 が 条 例 第 ７ 条 第 ３ 号 に 該 当 す る た め に は 、競

争 上 の 地 位 そ の 他 正 当 な 利 益 を 害 さ れ る 蓋 然 性 が 客 観 的 に 認 め ら

れ る こ と が 必 要 で あ る 。し か し な が ら 実 施 機 関 は 、本 件 情 報 に か か

る 条 例 第 ７ 条 第 ３ 号 へ の 該 当 性 を 判 断 す る に 当 た り 、受 付 番 号 ６ の

提 案 者 の 意 見 を そ の ま ま 採 用 し て お り 、本 件 情 報 を 開 示 す る こ と が 、

な ぜ 法 人 の 競 争 上 の 地 位 そ の 他 正 当 な 利 益 を 害 す る こ と と な る の

か を 具 体 的 に 説 明 し て お ら ず 、法 人 の 正 当 な 利 益 を 害 す る お そ れ が



具 体 的 で な い 。  

 ま た 、プ ロ ポ ー ザ ル の 結 果 及 び 会 議 録 は 公 表 さ れ て お り 、こ れ ら

の 情 報 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、受 付 番 号 ６ の 提 案 者 を 特 定 す る

こ と が 可 能 で あ る に も か か わ ら ず 、な お 本 件 情 報 を 不 開 示 と す る 具

体 的 な 理 由 が 不 明 で あ る 。  

 か か る 実 施 機 関 の 説 明 に あ っ て は 、 通 知 を 受 け た 開 示 請 求 者 が 、

不 開 示 の 理 由 を 十 分 に 理 解 で き る も の と は 認 め ら れ ず 、条 例 第 １ １

条 第 ４ 項 の 定 め る 理 由 付 記 の 要 件 を 欠 く も の と 言 わ ざ る を 得 な い 。 

 し た が っ て 、実 施 機 関 が 本 件 情 報 を 開 示 し な い こ と と し た 決 定 は

妥 当 で な く 、 開 示 す べ き で あ る 。  

 な お 、 実 施 機 関 に お い て は 、 今 後 、 プ ロ ポ ー ザ ル の 実 施 に 当 た っ

て 公 開 さ れ る 法 人 情 報 、提 案 内 容 等 を 明 確 化 し 、提 案 者 へ の 周 知 を

徹 底 す る と と も に 、 行 政 文 書 の 不 開 示 （ 一 部 開 示 ） 決 定 に 当 た っ て

は 、不 開 示 の 理 由 が 明 ら か と な る よ う 、適 切 な 理 由 の 付 記 に 努 め ら

れ た い 。  

 

第 ６  審 査 会 の 調 査 審 議 の 経 過  

平 成 ３ ０ 年 １ 月 ４ 日  実 施 機 関 か ら 諮 問 書 を 受 理 し た 。  

平 成 ３ ０ 年 １ 月 １ ９ 日  実 施 機 関 か ら 意 見 書 を 受 理 し た 。  

平 成 ３ ０ 年 ２ 月 ２ ３ 日  審 査 請 求 人 か ら 反 論 書 を 受 理 し た 。  

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ２ ２ 日  審 査 会 開 催  

調 査 審 議 （ 実 施 機 関 の 意 見 を 聴 取 ）  

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ ９ 日  答 申  

 


